
いつも小社出版物をご利用いただき誠にありがとうございます．
本書 p.158 図 6-6 に以下の誤りがございました．深くお詫びするとともにここに訂正いたします．

『ファーマシューティカルコミュニケーション』正誤表

間（ま）と沈黙
患者との応対において，患者が沈黙し，戸惑った経験はないだろうか．薬剤師は，

この沈黙が非常に長く感じられ，何か話さないといけないと思い，意味のない言葉を

発してしまうことがある．「沈黙は金なり」といわれるように，沈黙は，患者が薬剤

師から与えられた情報を整理し，理解し，反応する重要な時間でもある．「沈黙は患

者が話すまでの準備段階」ととらえ，「あなたが話すまで待っています」という雰囲

気を作り待つことにより患者との信頼関係を築くことにつながる．一方，患者が沈黙

するのは，薬剤師の説明などを理解していないため，戸惑っている場合もあるので，

「今思っていることをお話していただけますか ?」などと患者に問いかけることも必

要である．また，この沈黙は，何も言葉を発しないが，この空気を患者と薬剤師が共

有しているという共感が患者と薬剤師とのより深い信頼関係となりうる場合もある．

座り位置による心理的距離の違い図 6-6

直角法
（90°法）

何か共通な話題を話しあおうとする場合に効
果的である．比較的抵抗なく重要なことを話
すことができる．

対面法

事務的に聞きだすためには効率的であるが，
共感的，親密な関係は成立しにくい．机で隔
てられていると心理的に「安心感」がある
が，情緒的関係を拒否している安心感であ
る．

並列法

協力的な対話をする場合に効果的である．相
手を自由に観察することができるが，相手に
は自分の正面をみせない．一方的に観察者の
位置と姿勢がとられており親密な関係は成立
しにくい．
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